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ヤ ー
コ ン の 早掘 り栽培法の 開発 ．

一
既導入系統の 早掘 り適性調査 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉浦　 誠＊ ・中西　建夫　（四 国農業試験場 ）

ヤーコ ン （Polpmnia　sonchijolia ）は塊根に フ ラ ク トオ リゴ糖を多 く含み 、 食用 または フ ラ ク トオ リゴ

糖の 原料作物 と して 期待 され て い る。こ れま で、塊根 の 多収 には地上部 の 生育を促 進する こ とが重要

で ある こ と、四 国で は 夏 季 の 高温時 に 生育が 停滞 す る こ と、
’
苗 の 定植は 直播 よ り生育が旺 盛 で ある こ

と及 び早掘 りに よ り外観が良 い 塊根が生産で きる こ とを報告 し、四 国地域 に お い て 早掘 り栽培法 の 可

能性を示唆 した 。 今回、四国農試に 導入 され て い る数種の 系統を用 い、それ らの 早期肥大性に つ い て

調査 した 。

〈 材料及び方 法〉

　試験 に は 代 表 的な系統 と して、SY−11 （ペ ル ーA 系統群 、 1985年国 内に 導入 さ れ 、 1991年徳島県農

業試験場 よ り分 譲）、SY−23 （ペ ル
ーA 系統群、1985年国内に 導入され、1992年茨城大学より分譲）、

SY−102 （ボ リ ビ ア 系統 群、1991年四国農 試に導入 ）及 びSY−107（ペ ル
ーB 系統群、1992年四国農試に

導入 ）の 4 系統を供試 した。
ペ ル ーA 系統群で ある SY−・11及び SY−23は、形態的 に差 が見 られな い が、

ペ ル
ーA 系統群 とSY−102やSY−107とは明らかに形態に差が見 られる。各系統 とも1994年 12月 に 収穫 後

保存 した塊茎 （新鮮重で 30〜40g）を、1995年 3 月 28日 に植え付けた 。 栽植密度は50x110 （cm ）で 高

畝栽培 を行 い 、 堆肥 （100kg／a ）、苦土石灰 （10  ／a ） 、 化成肥 料 （N：P、Os：K，Oニ 1．0：2．0：2．Okg／a）

を施肥 した 。 また、黒 ビ ニ ー
ル マ ル チ処理 を 3 月 28日か ら 6 月 1 日まで行 っ た 。 調査は 7 月26日に行

い 、 各区 2反 復 6 個体調査 し、地上部及 び地下部 の 生育量、塊根 の 各種糖含 量等を測定 し た 。

〈結果及 び考察 〉

　萌芽 が 90％ 以 上 の株で 確認さ れ た 日 は 、 SY−23が最も早 く 4 月 18日 で 、次 い で SY−107、　 SY−11で、　 SY
−102が最も遅 く 4 月27日だ っ た 。

　各系統 とも、茎数及 び総節数で は差は 認め られ なか っ たが、葉数は SY−107が少な く （第 1 表）、ま

た地上 部及び 地下部の 茎重は 、SY−102が小さか っ た （第 1図）。 葉重 もSY−102が小 さか っ たため、地

上部の茎重と葉重 を合 わせ た地上部重 は SY−102が他 の 系統 に 比ぺ て小 さ く、他の 系統に は 有意差は認

め られな か っ た 。

　全根数は SY−107が多か っ たが、系統間の 差は 認 め られ なか っ た （第 2図） 。 全根数の 中で 最大肥 大

部の 根径が 10  以上 の 根数 は、ペ ル ーA 系統 群 で あ るSY−11及び SY−23が 多 く、特 に根径が30mm以上 の

根が SY−102及び SY−107で はほ とん ど存在 し なか っ た 。 その た め 、 根径が 10mm以上 の 根重 は SY−11及 び S

Y−23が大きく、SY−107及び SY−102で は小さか っ た （第 3図 ）。 新鮮重が 50g以上 の塊根の 株当た りの

塊根重 は、SY−11＞ SY−23＞ SY−107＞ SY−102で 、
　 SY−102で は 100g以上 の 塊根 は認め ら れ なか っ た （第 4

図） 。 SY−11は 、
　 SY−・23よ りも 50g以上 の 塊根重 は 大 きか っ たが、100g以 上 の 塊根 重 に は両系統 間 の 差

は認め られ なか っ た 。

　SY−102で は 、 新鮮重 50g以 上 の塊根が存在 し なか っ た の で 、 塊根 の 乾物 率、　 Brix及 び各種糖含量 の

測定は新鮮重が 30〜50gの塊根を使用 した 。 塊根の乾物率は 、
　 SY−107が 12．5％で 最も高 く、他 の 系統

は 10〜10，8％ で 低 か っ た。BrixもsY−107が 11．7％で 最 も高 く、他 の 系統 は9．4〜10．1％で低 く、乾物

率が高い 系統は Brixも高い 傾向が認め られ た 。 乾物当た りの 全糖含量は SY−102が 最 も大 き く、738。2m

g （g乾物当た り）だ っ た （第 5 図） 。 全糖含量 に対す る重合度 3 以上 の フ ラク トオ リゴ糖含 量 の 比率

は、SY−・102が最 も小 さ く47．3％だ っ たが、他の 系統は 55．6〜 56．8％だ っ た。

　以上 よ り、 四 国地域に お い て SY−11及び SY−23のベ ル
ーA 系統群は 、 7 月26日に 収穫 し た場合 、 他の

2 系統 に比 べ て 収量が高い こ とがわか っ た。SY−107は 12月には ペ ル ーA 系統群 と同 じ程度 の 収量が得

られ る こ とが認め られ て い るため、こ の 調査で ペ ル ーA 系統群 とSY−・107は地上部 重に差 はな い が、塊

根重に差が認め られた こ とか ら、こ れ らの 間 に は塊根の生育パ ター
ン に何 らかの 違い がある こ とが推

察 され た。
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第 1表 ．茎数 、 総節数及び葉数 （株当た り）．

系統 茎 数 総 節数 葉数

SY− 11SY
−23SY

− 102SY
− 107

3，17±0，40　　113．00：辷ILO3 　　136．33 ：ヒエ9．22
2．50±O、43　　109．33：ヒ10．19　　123．67：ヒ13．45
3．50±0．56　　116．50：ヒ16．35　　140．00±19．44
3．17± 0，48　　　94．50士10．38　　　99．67：ヒ11．09
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第 1 図．地上部茎重、地上部葉重及び地下部茎

重 （株当た り）．

縦棒 は標準誤差．
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第 2図．最大肥大部の 根径毎の根数及び全根数

（株 当た り）．

全根数 ： 地下 部 の 茎 よ り出根 し た 根数

縦棒は標準誤差 ．
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第 4 図、重さ毎の根重 （株当た り）．
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第 3 図．最大肥大部の根径毎の 根重 （株 当た り）

§ 1．o

島

遍） O．5
制

佃

as　O．0

80
　 §

60乱
　 940

蟹

　
’

冂
20

＝ 、

o
　　　 　 SY−11　SY−−23　SY− 102　SY−107
　　　　　　　　　 系統

第 5図 ．塊根の糖含量及び オ リゴ糖比．

新鮮重30〜50gの塊根 を使用 した ．

オ リゴ 糖比 ：全糖含量 に 対 する重合度 3 以 上 の

フ ラク トオ リゴ 糖 の 比率 ， 縦棒 は標 準誤差．
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